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Q 初戦はどうでしたか？ 
A 第１ダブルスはまだ力が出し切れていませんでし

た次が勝負です！（松本監督） 
A  試合の内容はあまり良くなかったけど、自分の持ち

場は取れたので良かった。（石橋キャプテン） 
Q 今後の目標はなんですか？ 
A 団体でベスト８に入ることです。（松本監督） 
A ダブルスではメダルを狙っていきたいです。そして

団体ではベスト８に入ることが目標です。（石橋キ

ャプテン） 

 

八
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五
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岡
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 【第１試合】ダブルス：石橋選手・吉松選手 

【第２試合】ダブルス：肥田木選手・安谷屋選手 

【第３試合】シングル：阿久根選手 

強烈なスマッシュと２人の息

の合ったプレーを武器に、相手

を果敢に攻め続けた。そして一

度もリードさせることなく、勝

利した。 

中盤のミスが目立ち、一時 
流れが相手側にいってしまっ

た。それでも後半は粘り、流れ

を引き戻すプレーで勝利を掴ん

だ。 

序盤から、相手を圧倒するプ

レーで着実に点を取り続けた。

そして、その勢いのまま相手を

押し続け、チームをストレート

勝ちに導いた。 

現地スタッフ  鬼木 勝治 教諭（須惠高校） 山川 まりん 教諭（筑豊高校） 

東森 あかり（筑紫丘高校）  阿部 龍星（八幡南高校） 

田川 諒（東福岡高校）    淵 茉奈美（新宮高校） 
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学校対抗（団体戦）のルール 
・１対抗戦は３マッチ先取とする 
・ダブルス２組・シングルス３名で行う 

試合順序はダブルス１・ダブルス２・シングルス１・シングルス２・シングルス３で実施する 
・得点 

ダブルス→２１点先取 デュース有り（最大３０点） シングル→ダブルスと同じルール 

 九州国際大学付属高校は福岡県を代表す

る強豪校であり、個人・団体共にインター

ハイの常連校である。今回で男子は 21 回

目、女子は 35 回目の出場を果たした。 
 今回の出場メンバーは下記の通りだ。 

〈女子〉 
小西
こ に し

 春七
は る な

（3 年）濱
はま

原
はら

 楓和
ふ う わ

（3 年） 
杢
もく

野
の

 一
いっ

香
か

（3 年）田島
た じ ま

 珠
たま

姫
き

（2 年） 
金丸
かねまる

 萌
も

恵
え

（1 年）川島
かわしま

 菜々
な な

（1 年） 
赤嶺
あかみね

 きらり（1 年） 

〈男子〉 
石橋
いしばし

 陸
りく

（3 年）  阿久根
あ く ね

 直
なお

輝
き

（3 年）

肥
ひ

田木
だ き

 武
たける

（3 年）安谷屋
あ だ に や

 千寿
せんじゅ

（3 年）

吉松
よしまつ

 基
はじめ

（2 年） 弓削
ゆ げ

 昇
しょう

成
せい

 （2 年） 
濱
はま

原
はら

 和騎
か ず き

（1 年） 

得点が決まると、スタンドからの声援もより

大きくなり、応援の熱も高まった。 

その熱い声援が選手たちの力になったに違いない。 


